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海浜台地の畑作の夕、イズにおける1995年の潮風害の症状
芝山秀次郎・田中 明・千布寛子
長谷川千絵・真島佳代子・松尾光弘
佐賀大学海浜台地生物生産研究センター
Damages by salty sea breezes on the yield of soybean， Glycine max Merr. 
cv. Fukuyutaka， inthe upland field cultivation at coastal hills in 1995. 
Hidejiro SHIBAYAMA， Akira TANAKA， Hiroko CHIBU， 
Chie HASEGAWA， Kayoko MASHIMA and Mitsuhiro MATSUO 
Marine and Highland Bioscience Center， Saga University 
1-1， Ohdoi， Watada， Karatsu， Saga， 847 Japan 
要約
唐津市神田地区に位置する当研究センターの畑闘場は，上場台地に連なる造成畑団地に属しており，
団地全体は，北側の唐津湾に向けて開けた地形となっている。この一帯の熔地では豆作は少ないが， 1995 
年9月には夕、イズの開花期後に台風12号の影響で唐津湾から吹きつける強い北風による潮風害を受け，
英は形成されたが長さ 1~3cm程度の異常形態のものが多く，僅かに形成された子実も屑粒が多く正常
な子実はほとんど形成されず，収穫皆無の被害となった。
Summary 
The upland field of the Center was located at the northern side of the hil at Kohda District of 
Karatsu city， the stretch ranging from the Uwaba Daichi (Hills) ， which was facing to the Karatsu 
Bay. Although soybean is one of minor crops at the area， there were severe damages on the crop 
cultivated at the field， by strong northern salty sea breezes on September 16 to 17 in 1995， as an 
aftermath of Typhoon N o.12. Seed pods of soybean plants were injured to grow as 1 to 3cm in 
length， and shapes and sizes of their seeds were almost small and abnormal， and the yield was 
actually nothing there. 
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緒言
佐賀県唐津市神田地匿における当研究センター
の畑闘場は，上場台地に連なる丘陵の畑問地の中
にあり，農林水産省による農用地開発・水利事業
により造成された畑の一つである。この畑闇場の
属する面地は，位置的に全体が北側の唐津湾に向
けて聞けた傾斜地の段畑となっており，北風が集
中して吹きつける地形となっている。この一帯の
畑地では全般に豆作は少なく農家による自家消費
用が主体と思われるが，たまたま前年より圃場試
験においてダイズ栽培を継続してきたところ，
場一帯に吹き荒れた。そして潮風は開花後の英の
成長初期のダイズにまともに吹きつけ，強風によ
り茎葉に大きな折損を生じるとともに，降雨が全
く無かったために塩分は洗い流されずに 4~5 日
経過した。その結果ダイズの英の成長は組害され
てほとんどが異常形態となり，子実の発育もほと
んどみられず，潮風害によりダイズは収穫皆無の
状態となった。このような被害状況は，当センタ
一周場ばかりでなく，周辺農家の畑でも見られた
ため，闘場の夕、イズの被害形態の調査を実施した。
1995年の 9 月 16 日 ~17日にかけて台風12号の余波
を受け，晴天ではあるが，海からの塩分を含んで
最大瞬間風速20m/secを越える強い北風が当国
鵠査材料及び方法
認査圃場は，上に述べた当研究センターの実験
畑間場で，畑の土壌は砂質のマサ土である。本調
34 芝山秀次郎・田中 明・千布
査は，別途の目的で行った夕、イズ栽培試験2)の闘
場で実施したものであるが，品種はフクユタカで，
1995年 7丹19日に播種して栽植密度4.8本/m'
(60 x 30cm)で生育させたものである。その後の栽
培管理は，すべて地域の慣行により行ったが， 9 
丹初旬の開花，受精期後に， 9丹16日午後から17
日午前中にかけて房総半島沖を北上した台風12号
の余波により，強い北風による潮風害を受けた。
ダイズの収穫は11月8日に行い， 15個体を実験室
に持ち帰って分解調査に供した。調査は，ダイズ
1個体当たりの英数，英長，子実数，子実重，大
きさ，形態等について行った。
調査結果及び考察
1 .台風12号通過時及びその後の気象条件
9 月 16 日 ~17日にかけての台風12号は，第 1 閣
に経路を示すごとく，九州には全く近寄らずに房
総半島沖を通過したのであるが，超大型で、非常に
強い勢力であったために全国的に強風が吹き，九
州北部地方でも晴天にもかかわらず余波により北
風が強く吹き荒れ，とくに当研究センター実験闇
場のある唐津市神田地区の畑団地では，窟津湾か
らの海水を吹き飛ばしたような潮風が北側からま
ともに吹きつけた。第2図は，当闘場における風
速の時刻による変化状況を示したものであるが，
訪日午後から17日午前中まで風速の平均値で
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10~13m/sec 程度という記録となっているが，最
大瞬間風速は20m/sec以上に達するなど，かなり
強い風が断続的に吹き続けていた。また17日以降
も天気は晴天が続き，降雨は21日までほとんどな
く，ダイズ茎葉部に付着した塩分が洗い流される
機会は22日まで無かったと見られる。
2 .潮風の被害個体における爽及び子実形成への
被害状況
ダイズの被害個体における生育，収量について，
15個体の平均値を第1表に示した。このように前
年の同闇場産ダイズの生育1)等に比較して被害に
より個体の分枝数や節数が少なくなっているが，
節に形成される爽の中で子実の形成されたものは
著しく少なく，僅かに 1個体当たり 12.5個(全英
数の16%)に過ぎなかった。一方形成された子実
数は， 1個体当たり 16.7粒と少なしまたその重
さも511.6mg/個体 (2.8kg/10a)で， 1粒当たり
30.6mgの重さしかなかった。
次にこれらの英について長さ，幅及び子実の有
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第 2図 1995年，台愚12号接近時の風速変化
観測場所:佐賀大学海浜台地生物生産研究センター
実験闘場(唐津市神団地区)
第 1表潮風害を受けた大豆の生育，収量
項目
分校数 (本/個体)
主芸節数 (偶/偲体)
全節数 (偲/個体)
爽のついた節数 (個/個体)
爽のない節数 (倒/個体)
会爽数 (個/僧体)
子笑のある爽数(個/個体)
子実のない爽数(偲/個体)
子実数 (偲/個体)
子笑霊 (mg/伺体)
間 (kg/10 a) 
(15個体の平均値)
平均値
4.7 
8.8 
24.0 
22.5 
l.5 
78.9 
12.5 
66.4 
16.7 
511.6 
2.8 
(主茎を含む)
(100%) 
(16%) 
(84%) 
(l. 3粒/爽)
(30.6mg/粒)
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第4図 第3闘の 1個体に形成された爽の長さと幡
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かりで，正常の子実粒に近いものは調査個体全体
で僅かに 1粒のみであった。
無，及び子実について長さ， J隔及び驚熟形態等の
調査3)を行った。まず被害個体における爽の長さ
と数を個体毎に見てみると，比較的に被害程度が
軽くて長さ 2'"'-'4 cmの大きな英が多く形成されて
いる場合(第 3，4国)，あるいは被害により長さ
2cm 以下の小さな英がほとんどの場合(第七
関)ともに，大部分の英は子実を形成しておらず，
また大きな英ほど子実ありの傾向はあるが，長さ
2 cm程度の英においても子実が形成されている場
合も認められている。しかしこれらの子実は，調
査した15個体すべてに形成されていたものを合計
した約250粒についてみると(第7図)，子実の長
さ10mm以上のものは無く，長さ 5mm以下の粒が多
かったが(表紙のカラー写真及び第8図参照)， 
らに各粒ともにしわや変色，変形したもの，ある
いは微粒子状で全く発育が見られないものなどば
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第 8菌 潮愚害を受けたダイズ 1個体における爽(左)及び子実(右)の形態
左，おは，それぞれ別個体
このような英の成長への潮風害の様相をみると，
英はダイズの開花，受精後は伸長開始して約10臼
聞で最大英長に達することから，本調査における
ダイズはその期間に強い被害を受け，英の伸長が
中途で停止したものと思われた。また子実の発育
については，開花，受精後の比較的に早い時期に
被害を受けたために，英とともに大部分の庇等の
発育が誼ちに停止し，僅かの英で肥大した子実も
発育不良で、異常形態にとどまったのであろう 3，4，幻。
3 .今後の課題
以上の調査結果から，当地のような畑団地では，
瀧に向かつて開けた傾斜面の段畑という地形によ
り，台風その他の気象条件によってこのような潮
風害を生じる可能性は大きいと思われ，ダイズば
かりでなく他作自においてもそうした被害には留
意する必要があると思われた。とくにいわゆる風
台風などで降雨が無く海からの北風が強く吹く場
合が要注意であり，作自によっては濯水施設を用
いてのスプリンクラ一散水による洗い流し等も必
要ではなかろうか。めまたダイズの英や結実への
被害については，開花，受精後の英及び子実の発
育時期，強風の方向や風速，その継続時間，降雨
の状況，あるいはその後の天候とその持続日数，
さらに強風によるダイズ、茎葉への損傷程度などの
要因が潮風害に及ぼす影響について，海浜台地で
ある当地に多い今後の問題として，明らかにして
おく必要があると考えている。
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一方このような潮風による作物への被害は，強
風による海水の飛散がそれほど遠距離には達しな
いためかあまり広域的には見られていないようで
あり，それほど報告は多くない06) しかしダイズ
については，狭い範囲で局所的にとどまってはい
ても，薬外頻繁に潮風による被害を生じているよ
うな例も聞いているため，各種作物の中でダイズ
はとくに開花，受精後に強風害や塩害への感受性
が高いのか，さらに実験的確認が必要と思われ，
また今後の被害軽減対策の面からも検討を加えて
いくことが必要と考えている。
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